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1. 問題の所在 

 UNESCO が「危機⾔語地図」を発表し、危機⾔語に対する関⼼が⾼まる以前から、⽅⾔
を次世代に伝える取り組みは各地でなされてきた（⽇本⽅⾔研究会 2017: 1-40 など）。しか
し、研究者による⾔語復興に向けた取り組みは「アウトリーチ活動」として取り組まれるこ
とが多く、研究の中⼼課題として位置づけられることは少なかった。アウトリーチ活動⾃体
には価値があるが、研究として取り組まれないことで、後進の研究者が検証し得る⼗分な記
録が残らず、経験知の共有が⼗分に⾏われにくかったという側⾯がある。また、⾔語復興へ
の取り組みを学問的に位置づける、理論的枠組みや⽅法論の検討も不⼗分である。 
 今後、より多くの地点で⾔語維持・復興を達成するためには、個別の地域で取り組む研究
者たちが、失敗や課題も含めた包括的な事例の記録を⾏い、起こり得る事態を、後進の研究
者が予測できるようにすることが望まれる。また、⾔語復興に活⽤できる理論的枠組みや⽅
法論的枠組みの検討を進めることも必要である。本発表では、⾔語復興に取り組む研究者が
活⽤出来るアプローチとして「アクション・リサーチ（AR）」を紹介し、その考えに基づく
琉球諸島沖永良部島での取り組みを紹介する。 

2. アクション・リサーチ論と研究者の役割 

2.1. アクション・リサーチとは 
アクション・リサーチという⽤語は、Lewin (1946) によって提唱されたのち、社会⼼理

学、教育学、社会福祉、看護学など、様々な分野で⽤いられている。分野によって定義は様々
であるが、⽮守（2010: 13）によると、以下の 2 点がミニマルな特徴として挙げられる。 

 
(1) ⽬的とする社会的状態の実現へ向けた変化を志向した広義の⼯学的・価値懐胎的な研

究 
(2) 上記に⾔う⽬標状態を共有する研究対象者と研究者（双⽅を含めて当事者）による共

同実践的な研究 
 
（1）について、AR は、社会において「問題がある」と当事者（研究対象者・研究者など）

が考える状態を、より良い状態へと変化させることを⽬指す。特定の状態を「問題がある」
と感じ、別の状態を「より良い状態」と考える時点で、そこにはある種の価値判断が働いて
いる。AR は、こうした価値懐胎性を認め、その偏りを⾃覚した上で遂⾏する研究と⾔える。 

（2）について、AR は、実験者効果や評価懸念といった問題に代表されるように、研究者
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と研究対象者の独⽴性は 100％保証できないという前提に⽴つ。このため、研究者と研究対
象者は平等に「当事者」として位置づけられ、それぞれが、具体的な⽬標を達成するために
適した役割を担うことになる。 

さらに「狭義の科学研究と異なり、普遍的な理論というよりも、特定の状況と場に効果的
な解決策を⽬指す（Densin & Lincoln 1994）」という点も、AR の特性と⾔える。この⽅針
は、実際の社会活動において、普遍的な解決策を特定の場や⼈びとに適⽤することは難しい
という考えから⽣まれている。 

⾔語復興研究は「⾔語維持」や「⾔語復興」という具体的な⽬標を持つ。また、その⽬標
を達成するためには、地域の⼈が主体となり、地域に適したアプローチを取る必要がある。
こうした共通性から、アクション・リサーチの概念が⾔語復興研究に有⽤であると考える。 

 
2.2. 研究者の役割 
 AR においては、従来「研究対象者」とされて来た⼈々⾃⾝が、問題を分析し、解決する
主体的な実践者として位置づけられる。このため、研究者は研究を⾏うエキスパートという
よりも、⼈々が⾃ら問題を分析し、解決するのを⽀援する「促進者（facilitator）」や「触媒
（catalyst）」としての役割を求められる（Stringer 2013: 20）。AR において、研究者がサポ
ート的な位置付けになるのは、倫理上の問題だけでなく、現実社会の中で物事を動かすため
には、現場の⼒学を知っている⼈を主体とした⽅が、遥かに効率が良いからである。 

3. 沖永良部島における取組み 

3.1. 沖永良部語について 
他の琉球諸⽅⾔と同様に、⿅児島県奄美諸島沖永良部島（図 1）の⾔語（以下、Lewis 2013

に従い「沖永良部語」と呼ぶ）も消滅の危機に瀕している。 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
図 1．沖永良部島の位置 
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沖永良部島では、島内 2 地点で⽂法記述書が執筆され（ファン・デル・ルベ 2016、横⼭
2017）、それに伴う⾃然談話資料の収集や公開も進んでいる。また、国⽴国語研究所による
共同調査の報告書（⽊部編 2016）や、⽅⾔集にも⼀定の蓄積がある（甲 2006, ニシエ 1968
等）。今後も、⾔語記述や⾔語ドキュメンテーションを続けていく必要があるが、⼀⽅で、
沖永良部語の記述・記録に⼀定の蓄積が出来たいま、⾔語を次世代へ伝えていくために、⾔
語復興に向けた具体的な⾏動を取る時期にも来ている。 

 
3.2. 沖永良部島における取り組み 

⾔語復興において研究者が果たせる役割は、地域の⼈たちが⾔語を継承していくための
⼿助けをする「促進者」に他ならない。このため報告者は「地域の主体的な⾔語復興活動の
きっかけを作ること」を⽬標に、研究を展開している。また、本報告では取り上げないが、
報告者は「⾔語復興の港（代表：⼭⽥真寛⽒ http://plrminato.wixsite.com/webminato）」
プロジェクトでの絵本製作や⼩学校での取り組みにも携わっている。 
 
(1) 講演活動 
 公⺠館や郷⼟研究会等で講演し、(a) 島の⾔葉が危機⾔語であること、(b) 過去の事例よ
り、危機⾔語の復興は不可能ではないこと、(c) ⾔語の復興のために出来る活動について話
している。(a) は地域でも認識されているが、(b) や (c) は、地域の⼈たちがアクセスし⾟
い情報であるため、研究者が伝える意義がある。実際に、講座でハワイ語の事例を紹介した
ことで、学童保育で⾔語復興活動が⽣まれたこともある1（Tokunaga-Yokoyama 2015）。 
 
(2) 教材作成 
 教育に使える教材の開発に取り組んでいる。沖永良部語の研究は現在進⾏中であるため、
後から修正や追加が必要になる可能性がある。また継承に向けた時間がない中で、出来た部
分からでも公開を進める必要がある。このため、教材の開発には以下の⼿順を踏んでいる。
（1）教材をトピック（格助詞、挨拶など）毎に制作し、（2）⽅⾔教室（後述）で試⽤する。
（3）教室で得たフィードバックを元に教材を修正し、（4）ホームページ（後述）を通じて
公開する。現在は、報告者が主に教材を作成しているが、将来的には、地域の⼈が教材を作
り、それらを⾃由に共有できる仕組みを作りたいと考えている。 
 
(3) ⽅⾔（しまむに）教室 
 しまむにを定期的に学べる教室を運営している。1 つは、国頭集落で⼩学⽣を対象に、⽉
に 1 回開講している。もう 1 つは、移住者や若者を対象に、2・3 か⽉に 1 回開講している。
いずれも、やがて地域主体の活動に移⾏出来るよう、地域の組織を⺟体とし、報告者がいな

                                                        
1 残念なことに、この学童保育は、財政上の理由や⼈⼿不⾜から 2016 年に閉鎖している。 
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い時には、地域の⽅に先⽣を依頼しながら運営している。 
 
(4) ホームページ「しまむに宝箱」 
 より多くの⼈、特に⾔語継承のターゲットである若・中年層に沖永良部語の情報が届くよ
う、ホームページ「しまむに宝箱」http://erabumuni.com を通じて、(2) で述べた教材、し
まむにの動画、語彙データベース（約 2000 語）を公開している。 

4. まとめ 

本報告では、⾔語復興活動に援⽤できる枠組みとして「アクション・リサーチ」を紹介し、
その考え⽅に基づく、沖永良部島での取り組みを紹介する。報告者は⾔語復興を中⼼課題と
し、直接的に関与しているが、⾔語復興における研究者の役割を、地域の⾔語復興を促す「促
進剤」と捉えると、様々な関わり⽅が可能である。地域には地域固有の背景があり、効果的
なアプローチを⼀般化することは難しい。しかし、今後、詳細な事例報告が増えることで、
地域と協働する⽅法や教授法など、様々な側⾯での経験知が共有されることが望まれる。 
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